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運のいい男の話 〜私の体験から～

「苦しみを少なくする方法」

インドの北東に位置する山の小国「ブータン」の国民のほとんどは生活に満足していると報じられた

ことがありました。そこで、ある日本人(多分、新聞記者か)がそのことを調査のためブータン国に行っ

たそうです。彼がブータン国に行くため徒歩で山道を登っている時、山から降りてくる婦人に出会った

そうです。その婦人は背中に幼い子供を背負い、両手に洗濯桶と洗濯物をもって谷川の洗濯場に行く途

中でした。そこで出会った日本人が彼女に尋ねました、「そんなことして苦しくないのですか?」、す

るとその婦人は怪訝な顔で答えたそうです。「どうしてですか、私のおばあちゃんもお母さんもこのよ

うにして私たちを育ててくれたんですよ。私が同じようなことをするのは当然でしょう」と答えたそう

です。その日本人は驚き、言葉が出なかったそうです。

上記のことは、その仕事を自分がするのが当然であると思うと、その仕事はそれほど辛いとは思わな

いようです。しかし一方、何事も与えられた仕事をやむなくすると思うのと、本分にとって苦しさの程

度が厳しく思われるようです。

あんなに暑かった夏も終わり朝夕ストーブ点火する時期となりました。早いもので12月号の「通信」と

なりました。振り返ると世界は相変わらず一部の権力者の「欲」で市民の犠牲が続き終りが見えません。

国内は女性初の高市早苗総理大臣誕生し上々のスタートを切ったので日本のジェンダーギャップ118位

(2025年)も改善できることを期待しましょう。一方、クマ被害は過去になかった事態で自衛隊迄出動する

状態になっており今後どうなることやら、札幌の円山動物園近くにも出没し不安です。

明るいニュースはなんと言ってもドジャーズでの大谷君の活躍、更に山本君、佐々木君の活躍ですね。同

じ時代に生きて見られて幸せです。この前北大の馬場で白馬と会い懐かしく感激しました。来年は午年、優

しい馬が力強く駆け上がるように会員の皆様に幸せが届きますようにお祈りいたします。 (笠谷記)

記後集編

元NPOシーズネット京都 理事長 村田 忠 氏 から

寄せられた随筆 ～第9回～

サークル間リレー
由緒ある歴史的建造物の話に目からうろこ。リニューアルオープンの施設見学では新たな感動を！ 幹

事はより良い企画をと額に汗！ そして時代のバスに乗り遅れないよう“AIでなぁに”“巧妙な詐欺に用

心を”など、講師を呼んでの学習。また、食事会は話のはずむ楽しいひと時です。

80歳の吉永小百合さんもエベレスト挑戦です（映画）。

私達もこの先の幸福寿命で3年でも5年でも元気に暮らしましょう。

次号は(240)「歌謡サークル」

(239) 「 百 聞 会 」

12

tel:011-717-6001   FAX:011-717-6002

